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〔常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議〕

常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議は,平成 22年 6
1月 7日 に文化審議会から答申された改定常用漢字表め内閣告示に備え,学校教育

における漢字の取扱いについて,本年7月
‐
以降検討を行つてきたが,このたびそ三

の結論を得たので;ここに報告する。        1

改定常用漢字表の性格と学校教育における漢字指導の
―
基本的な考え方「

(改定常用漢字表の概要については別添資料 1を参照)「 |

｀
文化審議会答申においては;T改定常用漢1字表は,現行の常用漢字表と同じ

く,一般の社会生活で用いる場合の,効率的で共通性の高い漢字を収め,分か

りやすく通じやすい文章を書き表すためのぅ漢字使用の目安となることを目指

したものであるが,メ 学校教育においては,改定常用漢字表の趣旨,内容等を考

慮して,漢字の教育が適切に行われることが望ましい」と述べられている。

本専門家会議は,こ の考え方を踏まえ,改定常用漢字表に基づく漢字指導ヘ

の移行が円滑に行われるよう,今後の小・中・高等学校における漢字指導につ

いて検討した結果,次のような措置を講ずることが適当であるⅢとの結論に達し

たヽも ―                 :     、 」

2 各学校段階における対応

(1)小学校
小学校の漢字の「指導については,「読み」,「書き」とも,小学校学習指導要

領国語の学年別漢字配当表 :(指導する漢字 (字種)を学年ごとに配当したもの)

に基づいて行 うこととされている。 (新学習指導要領 (平成20年 3月 告示)に

おいても同様。)                         ,
改定常用漢字表に基づいて学年別漢字配当表を直ちに1見直す|こ とも考えられ

るが,①来年度 (平成23年度)から新学習指導要領が実施されること,I②そ,

れに伴 う教科書の検定・採択が既に終了していること,■③児童の学習状況と追

加宇種の配当学年などについて調査研究の必要があるこ,と :'な どから今後継続

して検討することとする。



‐1したがらて,当面,小学校の漢字指導については,「読み」,「書き」
:と
もにっ:

号|き続き現行の学年別漢字配当表に基づいて指導することが適当である。 1
1｀

なお,例えば,社会科等で用いられる都道府県名等の漢字の中には,学年別
1漢
字配当表にないものもあるが,振 り仮名を付けるなど,従前どおり:児童の
i学習負担に配慮しつう,.各学校において,児章及び地域の実態等に応じ適切に

提示して指導することができるものとする。

(2)中学校                          _
申学校の漢字の指‐導のうち,｀「書き」については,小学校の第 6学年に配当

されている181字の漢字を含め:ガ 学ヽ校の学年別漢字配当表に示している1,00o

字の漢字にらぃて,中学校修了までに「文や文章の中で使うこと」とされてい :

‐る。(新学習指導要領 (平成2o年 3月告示)‐においては,中学校修了までに |「文

や文章の中で使い慣れること」
'と されている。)   ′

中学校の漂字の「書き」|の指導については:上記(1)で述べたように学年別

漢字配当表は今後継続して検討することとしていることから,上述の取扱いど

おりどすることが適当であると考える。

「読み」については,小学校の学年別漢字配当表に示されている渫字に加え,

そヽの他の常用漢字のうち,各学年で「読み」について指導する漢字の字数を幅

をもつて示すとともに,中学校修了までに「常用漢字の大体を読むこと」とさ
｀

れている。 (新学習指導要領においても同様。)

改定常用漢字表によらて追加された漢字については,現行の中学校における
「`読み」の指導の考え方を踏襲した上で,次のような措置を講ずることが適当

であると考える。                         ´

(i)中学校学習指導要領の取扱い   (    :       ‐

新たな常用漢字を各学年に追加して指導することとし,中学校学習指導要領

に1示さ|れている漢字の「読み」の指導を次のとおりに改める。その際,´ 現行に

おける各学年の漢字1の字数配分を踏まえるとともに,追加された常用漢字の中

、には, 日常生活において使用頻度の高い漢字も含まれているため:よ り生徒の

実:態に応じて指導できるよう,現行より字数の幅を拡大して示すこととする。



(′改定常用漢字表に追加され
―
た常用1漢字は196字 ,肖J除された1常用漢字は5宇)

'「

250字程度から300字程度」を「1

611平成2=準農.ま■は従来むお,り
‐
め最坂レtLする1か ::追加:ぎれた1常用1漢学に

つrtヾても:その必要性や使用頻度などを勘案して薄
=指
導する||キが,き る

ものとする。  | ヽ― :i´

(|)1高 1等学校|._|  ■ ‐
高1等学校の漢字の指1導にっいては,

して IF国語総合」:及び「国語表現 IIJ

:,   1              1   : 
・

‐

現在,中学校までの指導を踏またI主と

にお'ぃて|:次のよワl平行 れ́ている。

現行高1等学校学習指導要領 :(平成111年3月告示)|:  _
i｀国語総合」

二1常用漢字の読みに慣れ,主な常用漢字が書けるょぅぃ

になること。Uヽ ′よ υ ― Co                     (

「国語表現
｀
I」‐|1常用‐漢字の読みに慣れ,:主な常用漢漢字が書けるよ

■    ~う にするよう留意する6

また,平成 2

告示)に基づき,

ている。   P

5年度からは年次進行により:

主に「国語総合」において,

新学習指導要嶺 (平成21年 3月

次のように行われることとなつ

新高等学校学習指導要領 (平成21年 3月 告示)  | :   r_| |
「国語総合」:T‐常用漢字の読みに慣れ,=主な常用漢字が書けるよう

. になること。 ・



改定常用漢字表と漢字指導の関係にういそは:上記(2)で考える中学校での

指導を踏まえると,次のような取扱いとすることが適当であると考える。

(il)高等:学演学習指導要領における取扱い

現行学習指導要領及び新学習指導要領における漢字の指導は,「読み」,「書 :

き」とも:に :改定常用湊字表に基づいて行うこととする。

なお,今回,文化審議会答申 (平成22年6月 )においては,1改定常用漢字表
の性格として,「情報機器の使用が二般化・

｀
日1常化している現在の文字生活の,

1実態を踏まえるならば;漢字表に掲げるすべての漢字を手書きできる必要はな

く:またダ.それを求めるものでもない」と述べている:このため,「書き」の
1指導1に当たり,「主な常用漢字Jの範囲を示すことが考えられるとの意見もあ
ったが,高等学校においては,高等教育を受ける基礎として必要な教育を求め :

る者,就職等に必要な専門教育を希望する者,義務教育段階での学習内容の確

実な定着を必要とする者など,様々な生徒が在籍していることを踏まえると,
「主な常用漢字」の範囲を一律に示すことよりも,この改定常用漢字表の性格

を十分に周知することで,各学校が生徒の実態に応じて指導できるようにする

とが適当である。

)改定常用漢字表に基づく漢字指導の時期          :
改定常用漢字表に基づく漢字指導は,中学校の実施時期と合わせ,平成

｀

24年度力)ら行 うこととする。
平成 23年度までは従来どおりの取‐扱いとするが,追加された常用漢字に
ついても,その必要性や使用頻度などを勘案して渾宜指導するこどが1できう
ものとするb                          ;・

学校教育での筆写 (手書き字形)の取扱いについて

月U添資料 2にある1よ うに,追カロされた常用漢字には,筆写の楷書
:字
形 (手書

き字形)と 印刷文字字形の違いが,字体の違いに及ぶものもある。これらにつ

いての筆写の楷書の指導については:当該漢字が小学校の学年別漢字配当表以

外の漢字であること (つまり,「書き」の指導を行 うとすれば基本的に高等学

校段階であるとぃうこと)を踏まえ,高等学校においては,高校生の発達の段

階や高等学校教育の多様性などを勘案し,特に筆写の指導において標準とする

字形を示すことはせず,各学校が申学校までの指導を踏まえて,生徒や教材等
の実態に応じて適切に指導することが適当であると考える6

こ
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〇

′

ヽ

○



■なお,中学校においては,,「読みJの指導の過程で,生徒が漢字をノ‐卜に
′

書き写す等の学習活動を行う.こ とが多い。中学校の教科書本文の印刷文字は基 i

本的に明朝体であることから
1,1小
学校における筆写の指導及び印刷文字字形と´

筆写の楷書字形との関係を踏まえ,筆写の楷書は,これまでと同じ_く 印刷文字

字形に倣って指導することを標準とすることが適当であると考える。なお,そ

れぞれの漢字の特性や生徒の実態に応じてガ字体の違いに及ぶ指導を行っても
'

よい。        |     ―

学年別漢字配当表に示された漢字の指導についてはIこれまでどおり学年別

漢字配当表の字体を標準
｀
として指導する。           ‐

また,児童生徒が書ぃた漢字の評価については,文化審議会答
t申 にあう

「(付)字体についての解説」を踏まえ,指導した字形以外の字形であつても,

指導の場面や状況を踏まえつつ,柔軟に評価すること
′
が適当である。

* 文化審議会答申では,「 「́しんにがう」′の印刷文字字形である :
畦 /れ上に関しそ付言チれば,どちらの印刷文字字形であつて
も,手書き字形としては同じ lm二選ぁ形で書く|こ と:が下般的で
｀
ある 」と記述 されている:‐

今回の常用漢字表改定の背景には,情報機器の普及といっ.た状況がある。情

報機器の利用が今後,更に日常化・丁般化しても,漢字の習得に当たつては,

小 `中・高等学校のそれぞれの学校段階を1通 じて書き取りの練習を行 うことが

必要であ‐る。漢字を手書きすること
´
は,、漢字を習得し,その運用能力 (例えば,

情報機器を利用して文章を書く場合,複数の変換候補の中から適切な漢字を選

択できることなど)を形成していく上で極めて重要であるとした文化審議会答
｀
申を十分に踏まえる必要がある。



¨
４ 関連する事項

(1)教科書における対1応‐           ヽ:

児童生徒令の指導を適切に行うため,教科書については,速やかに改定常用

漢宇表に基づぐ漢宇指導に対応すること|が求められるが,今回の常用漢字表の

改定においては,追加字種が多いrこ とゃ追加音訓の中に教科書での使用頻度が

高い漢字がいくうか含まれていること,教科書の編集などには二定の期間を要

す:る ことなどの事情を考慮し,教科書にういては,次のような段階的な措置を

取ることが適当であると考える。        しヽ
10 平成24年度以降使用する中学校国語教科書,高等学校の「国語総合」及
:び
「国語表現II」 の教科書については,I改定常用11漢字表又は追加漢字下覧等

を巻末に掲載するなどの措置を行
′
うことが望ましい。

1

0 改定常用漢字表に基づく新しい表記は,1小・中・高等学校の全部の教科書
にういて:平成 24、年度以降,適宣行うこととする。

○ 中学校及び高等学校の国語教科書にづいては,改定常用漢字表
iに

基づく漢

字指導を効果的|に行うために教材の差し替え等が必要な場合も考えられる

が,こ のような改訂は,編集に下定の期間を要する、と思われるので,中学校 ,

高等学校,それぞれの国語教科書の適当な検定の機会に行うこととする。

(12)高等学校及び大学の入学者選抜試験における対応        、J

高等学校及び大学の入学者選抜試験における漢字の出題等は,受験者の負担

を考慮しヽ,次のような配慮の下に行われることが適‐当であると考える。
イ

:

なお,｀大学の入学者選抜試験における対応については,′ 大学関係者と高等学

校関係者 との間で協議を行 うことが求められる。

O 改定常用漢字表の範囲での出題は,平成 27年度入学者選抜試験から行う
こととする。その際,教科書の本文教材における常用漢字の使用状況など,、

中学校や高等学校における指導の実態を踏まえ,実施すること。

Or漢字の出題等に当たっては,上記「2各学校段階における対応 (3)の (i)
高等学校学習指導要領における取扱い」の「なお書き」にある考え方を関係

者に十分周知することとする。                  、

Oi入学者選抜試験においで,受験者が書く漢字を評価する場合には,上記 F3

学校教育での筆写 (手書き字形)の取扱いについて」を関係者に十分周知す

ることとする。



(0)その他 .:‐               1       
′

(ii)追カロされた常用漢宇等の指導に関する資料 (教材)iの作成について
θ

■ 1改定常用漢字表に基づく漢字指導にヽついて:平成24年度より前においても,
｀
児童生徒及び地域の実態等を踏まえ,告学校の判りに与り1適

~■i円滑呼行われ .

るようにすることや,常用漢字表の改定に伴う教科書の対応にある程度つ期間
｀
 :を要すること等を勘案し,文部科学省において「 学校の指導に参考となるよう

な,追加された常用漢字等に関する資料 (教材)の作成について検討すること

.と する。
1(H)追
カロ字種́の音訓及び追加音:訓等について

イ
漢字指導における音副1あ取扱いについでは,1「音訓の小 `中・高等学校段階

1月
1割 り振り表」(平成3年 3月 文部省作成)が 目安として示されており,追加字

種の音静1及び追加音司1等にういても,文部科学省において,速やかに現行の「音
〆
副1の小1中・高等学校段階別割り振り表」に追加し,各学校段階における音訓

の指導に資することとする。    1
その際,改定常用漢字表作成の経緯に挙けられている「情報機器の広範な普

｀

及」にも配慮して検討することとする。



1資料、1
″
文化審議会答申「改定常用漢字表Jについて

O 「当用漢字表」(昭和‐21年)を改定した「常用漢字表」(昭和56年)は:法令,公用
文書,新聞,雑誌,放送など,下般の社会生活において,'現代の国語を書き表す場合の
「漢字使用の目安」を示すもの。

Oヽ 難しい漢学も簡単に打ち出する:パ ソLンや携帯電話などの情報機器の急速な普及に1

より,文字使用環境が大きく変化。そのため,平成 17、年 3月1から」文化審議会国語分′l      ′~ 
ついて審議。科会において,現行常用:漢字表の見直しに

O 国民からの意見募集を2度 (平成21年 3～4月
'同

年11～ 12月 )実施し,更に追加・

削除候補漢字を中心とした意識調査
・
(平成 22年 2月 :全国 16歳以上の男女約 4100人

から回答)を実施ぎ

Ⅱ 字種 二音訓・字体の選定等
0 出現頻度,造語力の有蕪:読み取りの効率性などの観′点から,別紙の19む宇を追力,レ ,
5字を削除。現行1945字から2136字の漢字表に改定6(「碍 (がい)」 については1「障
がい者制度改革推進本音

`」

の検討結果を踏まえ,必要があれば改めて検討。)

〇 専ら固有名詞を表記するのに用ぃる渫宇は対象外として追加しないが,都道府県名に
用セヾる漢字 (二商::阪;熊 :｀鹿,梨,阜,茨,媛,埼,奈:栃)及びこれに準じる漢字
(豊畿,韓)は例外と:して追カロ。       、   |

〇 現行の常用漢字に,「関((かか)わる」,「応 (こた)える」,晴l(つく)る」,「育 (は
ぐく)む」,「委 (ゆだ)ねる」,「旬 (シ三ン)Jなどの音訓を追カロ。

○ 追加字種の字体 (印刷文字における字体)については,「表外漢字字体表」(平成 12
年 12月 国語審議会答申)に示された「印刷標準字体」を基本としつつ,以下のう字 (*)

に,括弧内に示す「許容字体」を併せて明示。また,「しんにあう」「しよくヽ んJの例
を含め,印刷文字字形とは異なる手書き特有の字形を持つ字について,具体的|1説明。

* 遡 [遡],遜 [遜],謎 [謎],餅 [餅],餌 :[餌] [ ]の外が「印刷標準宇体」

O 必要に応じ,振 り仮名等を用いて読み方を示すような配慮をするなどした上で,1表に
掲ごげられていない漢字を使用することもできると明記。

○ 学校教育との関係については,ノ 常用漢字表の「答申前文」の考え方を継承し,別途の
教育上の適切な措置にゆだれることとした。

在とおり1,一般の社会生活における漢字使用の目安として作成 :常用漢字表は,その性格で述ベブ
したものであるが,学校教育においては,常用漢字表め趣旨,内容を考慮して漢字の教育が適切に、:
行われることが望ましい。   ヽ                           =

こ籍漏蟹棚嬰ぱ7.鷹 |マ調F=ξ朧謝巣魔翻譜ダ結 !

児童生徒の発達段階等に十分配慮した,別途の教育上の適切な措置にゆだれることとする.   」:
(昭和 56年 3月 23日 国語審議会答申「常用漢字表」前文):

Ⅲ 今後のスケジュール

平成 22年 秋～冬ころ 内閣告示・訓令



| .

追加及び削除字種のす覧
｀

<現行「常用漢字表」に追加する字種 (196字)>|:  ■

ι挨 :曖 宛 :嵐 畏 萎 椅 :彙 茨 咽 淫 唄 鬱

怨 媛 艶 旺 岡 :臆 俺 苛 ‐牙 瓦 ,楷 潰 諧

崖 蓋
1骸
:柿 1顎 葛 1́釜 鎌 韓 玩 伎 亀 毀 ..

畿 :臼
~嗅
巾 僅―錦  ′串 窟 熊 詣 憬 稽 :

隙 桁 拳 鍵 舷 股 虎 錮 ′勾 梗 喉 乞 傲 :

:駒
頃 痕 沙 i挫 采

:塞
埼 柵 希r拶 ―斬

1恣
_

摯 '餌 鹿 叱1嫉 腫 呪 袖 羞 蹴 憧 拭
'尻

1芯 腎 須 裾:凄 醒 脊 戚 煎 羨 1腺 詮 箋■

膳 狙 遡 1曽 爽:痩 踪 捉 :遜 汰 唾 堆 戴

誰 旦 綻 緻i酎 貝占 嘲 捗 l椎 爪 鶴 諦
｀
溺

填 妬
=賭
藤 瞳 栃

ご
頓 1貪 丼 那 奈 梨 謎

鍋 匂 虹 捻 罵 景J箸 氾―汎 阪 斑 眉
:膝 '

肘 阜 訃 蔽 .餅 壁 蔑
`哺 .蜂

‐貌 頓 睦 勃I

昧 枕 蜜 冥 I麺 冶 弥 闇
1喩
湧 妖
:瘍:沃

拉 辣 藍 璃 慄 侶 瞭 瑠
′
呂 賂 弄 籠 麓

_脇             |

<現行「常用漢字表」から削除する字種 (5字)>

勺 錘ヽ銑 脹 匁
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資料 2`

筆写め楷書字形と印刷文字字形の違いが,字体の違い
‐
:こ及ぶもの      ｀

以下に示す例で;括弧内は印刷文字である明朝体の字形に倣らて書いたもので

あるが,筆写の楷書ではどちらの字形で書いても差し支えない。なお1・ 括弧内の

字形の方が,筆写字形としても下般的な場合がある。       1    -

(1)方向lヽ=関する例
‐
涯―二 ( 恣丁迷、(

嘲
|二・薇 (申 )「

蔽―蔽 (在)11

餌
・
填

頼

(1・■)

(含耳)

、前 一前
ノゝヽ ヽ      ハ 、、

.溺 二溺
／
ｒ
ヽ

,1茎≧)

前 )′ ｀```

,ノ形i)

―イ菫(

・ 箋 (

一:コ者|(

イ■)|:′
‐箋):

叶 ).
〓

‘

＜

　

　

＜

・■
年
二
‘

藉
サ
嗜

稽

捗

(3)その他
惧 ‐

■詮
二

:景J丁

イ瞑 (1瞑1)

,(含 )

予1(楽 1) 喩 ―

(1言 )

(」″テ )

(喩 )

〔文化審議会答申 (平成 22年
‐
6月 )

一

り

　

一́

よ 引用〕
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